
日本ラテンアメリカ協力ネットワーク（RECOM） 

グアテマラ　緊急支援キャンペーン 
コロナ禍で困窮する障害のある子どもたち　支援にご協力ください

コロナ禍に冷害が重なった農村 
長期化するコロナ禍とそれに伴う経済不況、さらに異常気象による農作物への打撃が重なり、中
米グアテマラの農村で住民の生活が困窮を極めています。私たちが支援する、現地で障がいのあ
る子どもを支援する団体「ADISA」も深刻な資金不足に陥るとともに、ADISAを必要とする地
域住民の生活が逼迫しています。 

ADISAは、観光名所として有名なアティトラン湖のほとりで暮らすマヤ系先住民族の障がい者へ
必要なケアを届け、乳幼児への総合的なセラピー、障がい児家族への生活支援、若者の経済的自
立プロジェクトなどを展開する地域になくてはならない存在です。 

国内外からの観光客が途絶え、多くの住民が携わる観光業や露天商、日雇いの労働者が仕事を失
いました。ADISAは電話による生活相談や新型コロナ感染予防を指導し、最も必要がある160家
族への食料支援や医薬品提供をぎりぎりの予算で続けてきました。しかし、このままでは7月末
には食料支援のための資金が切れてしまいます。 

悪化する状況からADISAに助けを求める人は日々増えています。私たちレコムは、グアテマラの
人々と共にコロナ禍を乗り越えたいと考えています。是非、皆さんのご協力をお願い致します。



レコムが支援したい３つのこと 

1. 困窮家庭への食料支援　主食のトウモロコシやイ
ンゲン豆、コメ、油などを月に1回160家庭に提供
します。 

2. 家庭菜園の推進　ADISAは160家族の中でもとく
に困窮している25家族を対象に家庭菜園プロジェ
クトを始めています。野菜を購入せずにすむよう
に菜園で野菜を自給し、少しでも食生活が安定す
るようにします。そのために種苗や肥料、そのほ
かの資材の購入、農業技術者による技術指導など
に費用がかかります。 

3. 市民参加イニシアティブ　直接的な生活支援以外
に、障がいのある人たちのエンパワーメント活動
もコロナ禍で滞りがちになっています。しかし、
このような事態だからこそ、障がい者のエンパ
ワーメントを通じて「共に生きる」インクルーシ
ブな社会づくりが重要です。社会のいろいろな意
思決定プロセスに参加するため、今年６回のワー
クショップを計画し、すでに2回実施しました。
40人の障がいのある若者が参加しています。この
ワークショップ継続のため、交通費や食費などの
経費が必要です。 

グアテマラについて 

1700万人の人口の半数以上がマヤ系
先住民族。美しい自然と豊かな文化の
一方で、大きな社会格差が。先住民の
80％が貧困層。5歳未満の乳幼児の半
数が慢性的な栄養不足におちいってい
る。（ユニセフ） 

新型コロナ感染状況 

感染者：30万人　死者：１万人　 

7月初旬、1日平均感染者が過去最大
の2000人を超えた。 

ADISA 

「サンティアゴ・アティトラン障がいのあ
る人々と親と友人協会」　1998年設立。
レコムは2015年よりADISAの活動を支援
しています。 

ADISA： 
https://www.adisagt.org 
facebook:　@adisa.atitlan 

＜振込先＞ 日本ラテンアメリカ協力ネットワーク 

問い合わせ：日本ラテンアメリカ協力ネットワーク（レコム） 
email：recom@jca.apc.org　facebook：@recomsonrisa 

 
郵便振替の場合 
口座名：グアテマラ基金 
口座番号：００１００ー６-６６４４２７ 

銀行振込の場合 
ゆうちょ銀行　〇一九支店 
当座預金：６６４４２７ 
口座名：グアテマラキキン 

https://www.adisagt.org
mailto:recom@jca.apc.org
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